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（
毎
日
９
時
〜
21
時
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
安
全
で
安
心
な
地
域
作
り
を
目
指
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
安
全
で
安
心
な
地
域
作
り
を
目
指
し
ま
す

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
、

高
速
道
路
の
逆
走
も
ほ
ぼ
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
も
の
で
す
。

交
通
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
小
山
警
察

署
、
小
山
市
生
活
安
心
課
に
協
力
頂
き
、

毎
年
２
回
の
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
講
習
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
、
是
非
、
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

交
通
安
全
対
策
部　

渡
辺　

一
夫

　　

広
報
部
で
は
年
２
回
４
月
と
９
月
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
中
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ

り
の
よ
う
な
広
報
紙
の
作
成
・
構
成
・
編

集
等
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
広
報
紙
を
よ
り
楽

し
く
よ
り
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
と
す
る
た
め
に
皆
様
の
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
所
属
自
治
会
会
長

経
由
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

部
長　

勝
見　

眞
久

  　

当
事
業
部
は
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

の
実
務
を
担
当
し
、
市
民
の
皆
様
と
の
直

接
の
窓
口
と
な
る
部
門
で
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
予
約
受
付
な
ど
の
窓
口

業
務
以
外
の
、
皆
様
に
は
あ
ま
り
目
に
触

れ
な
い
業
務
に
つ
い
て
、
一
部
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
日
頃
、
施

設
を
気
持
ち
良
く
、
ま
た
、
安
心
し
て
ご

使
用
頂
く
た
め
に
、①
朝
・
昼
・
夜
の
各

担
当
ス
タ
ッ
フ
が
、
施
設
駐
車
場
な
ど
の

外
回
り
の
清
掃
・
ゴ
ミ
拾
い
を
必
ず
実
施

し
て
い
ま
す
。

②
６
月
に
は
夏
場
の
食
中
毒
防
止
の
た
め

に
、
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
調
理
室
の
食
器
な

ど
の
備
品
の
殺
菌
消
毒
作
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

③
年
２
回
、
小
山
消
防
署
の
指
導
の
も
と
、

利
用
者
の
方
々
に
も
実
際
に
避
難
頂
き
、

本
番
さ
な
が
ら
の
消
防
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

④「
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
指
定
施
設

と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、「
普
通
救
命

講
習
会
」
を
受
講
し
、
A
E
D
の
取
扱
い

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

以
上
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
当
部
門
で

は
今
後
共
皆
様
が
気
持
ち
良
く
安
心
し
て

当
施
設
を
ご
利
用
頂
く
た
め
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
何
か
ご
要
望
な
ど
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽
に
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
長　

髙
見
民
夫

　
城
南
地
区
に
新
設
小
学
校
が
開
校

　　

大
谷
東
小
学
校
の
超
過
密
化
解
消
を

き
っ
か
け
に
、　

平
成
31
年
４
月
に
東
城

南
三
丁
目
に
新
し
い
小
学
校
（
東
城
南
小

学
校
）
が
開
校
し
ま
す
。
場
所
は
自
由
が

丘
公
園
隣
地
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
旭

小
学
校
・
小
山
城
南
小
学
校
・
大
谷
東
小

学
校
の
一
部
の
児
童
が
通
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
大
谷
東
小
学
校
の
パ

ン
ク
状
態
は
解
消
さ
れ
、
併
せ
て
国
道
50

号
を
横
断
し
て
旭
小
学
校
へ
行
く
と
い
う

危
険
な
通
学
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

旭
小
学
校
の
約
半
数
の
児
童
が
新
し
い

小
学
校
へ
転
校
し
た
後
へ
、
現
在
水
戸
線

の
踏
切
を
渡
っ
て
小
山
城
東
小
学
校
へ

通
っ
て
い
る
大
谷
地
区
の
約
200
名
が
転
入

す
る
こ
と
で
開
校
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童

数
は
以
下
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

東
城
南
小   

：
650
名

旭　
　

小   

：
650
名　

大
谷
東
小   

：
900
名　

小
山
城
東
小
：
550
名

　

但
し
、
今
回
は
小
学
校
の
学
区
編
成
だ

け
を
実
施
し
た
も
の
で
中
学
校
の
学
区
編

成
は
従
来
通
り
な
の
で
、
一
部
の
保
護
者

等
か
ら
課
題
・
不
満
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
他
、
同
時
期
に
公

設
の
学
童
保
育
施
設
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
小
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部　

勝
見

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

三
峯
自
治
会

　
　
　
新
自
治
会
長
　
嶋
田
　
積
男

　   

三
峯
自
治
会
は
、
三
峯
一
丁
目
、
二
丁

目
、
JR
宇
都
宮
線
を
挟
ん
で
天
神
町
二
丁

目
と
宮
本
町
三
丁
目
の
一
部
が
エ
リ
ア
で

す
。
世
帯
数
は
約
250
戸
と
小
さ
な
自
治
会

で
す
。
時
代
の
流
れ
で
年
々
子
ど
も
た
ち

の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
転
居

さ
れ
て
く
る
方
も
お
り
ま
す
の
で
世
帯
数

は
あ
ま
り
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
三
峯

自
治
会
は
、「
明
る
く
・
楽
し
く
・
ス
マ
ー

ト
」
な
自
治
会
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
行
わ
れ
た
体
協
一
支
部
・
ニ

支
部
合
同
体
育
祭
で
は
、
育
成
会
の
保
護

者
の
方
た
ち
の
頑
張
り
で
第
三
位
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
解
散
を
し

て
し
ま
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
を
新
た
に
立
ち

上
げ
、
今
年
か
ら
桜
の
咲
く
こ
ろ
に
三
峯

神
社
境
内
で
の
野
点
や
夜
桜
見
物
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
育
成
会
を
巻
き

込
ん
で
世
代
間
交
流
会
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
、
少
し
ず
つ
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
す

る
こ
と
で
地
域
の
人
た
ち
の
び
つ
き
が
よ

り
深
ま
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
設
立
当

初
よ
り
参
加
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
十
数

年
前
に
退
会
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
寺
嶋
会
長
や
澤
口
副
会
長
の
お

勧
め
も
あ
り
今
年
度
よ
り
参
加
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
員
の

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
参
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

総
務
部
は
総
会
で
承
認
さ
れ
た
「
日
帰

り
視
察
研
修
」・
自
主
事
業
の
「
夕
涼
み
天

体
会
観
望
会
」「
城
南
公
園
の
掃
除
」
が
主

な
事
業
で
す
。「
視
察
研
修
の
目
的
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
、
構
成
委
員
の

研
修
と
親
睦
を
兼
ね
て
い
る
長
年
の
継
承

事
業
で
す
。

　

今
年
は
六
月
十
九
日
に
黒
羽
雲
厳
寺
・

乃
木
神
社
・
黒
羽
城
址
公
園
な
ど
県
北
の

自
然
と
歴
史
的
施
設
等
の
視
察
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
私
は
、
健
康
を
崩
し
て

残
念
で
す
が
欠
席
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
当
日

は
、
早
朝
か
ら

天
候
に
恵
ま
れ
、

有
意
義
な
研
修

で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
、
ひ
と

安
心
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
へ
の

参
加
者
は
年
々

減
少
ぎ
み
で
す
。

事
業
の
円
滑
な

遂
行
の
為
、
特
に
新
し
く
協
議
会
に
入
会

さ
れ
た
方
や
一
度
も
参
加
し
て
い
な
い
方
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
八
月
二
十
五
日
に
市
立
博
物
館
の

協
力
に
よ
る「
夏
の
夜
空
を
観
望
す
る
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
主
に
小
・
中
学
生
が
夏

休
み
期
間
の
課
外
体
験
と
な
る
よ
う
に
企

画
し
て
い
ま
す
。
天
体
観
望
の
説
明
は
、

市
立
博
物
館
の
先
生
の
協
力
を
得
て
行
い
、

総
務
部
は
参
加
者
に
か
き
氷
を
安
価
販
売

す
る
こ
と
で
、
待
ち
時
間
の
調
整
に
協
力

を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
「
広
報
お
や
ま
」
へ
掲
載
す

る
ほ
か
、
近
隣
の
「
旭
小
学
校
・
城
南
小

学
校
」
に
案
内
掲
示
を
依
頼
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
長　

山
崎
仁

　
　
　

　
　

   

　

体
育
社
会
部
で
は
、
会
員
の
健
康
作
り

と
親
睦
の
た
め
次
の
事
業
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

＊
第
十
一
回
卓
球
大
会

　

平
成
30
年
７
月
１
日
（
日
）

　

ゆ
め
ま
ち　

参
加
者
40
名

優
勝
者　

松
本 

清　

柳
沢 

洋
史

　
　
　
　

中
村 

俊
英
組

準
優
勝　

石
山 

圭
子　

佐
々
木 

礼
子

　
　
　
　

松
本 

和
雄
組

三
位　
　

蔦
井 

と
み
子　

船
田 

悦
子

　
　
　
　

坂
喜 

久
子
組

　

さ
ら
に
以
下
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

＊
第
五
十
八
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
30
年
８
月
22
日
（
水
）

駅
東
公
園

＊
第
五
回
輪
投
げ
大
会

平
成
30
年
９
月
30
日
（
日
）

城
南
公
園

＊
第
十
七
回
グ
ラ
ウ
ン
ド　

ゴ
ル
フ
大
会

平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）

城
南
公
園

＊
第
十
回
ミ
ニ
駅
伝
大
会

平
成
30
年
12
月
２
日
（
日
）

城
南
公
園

＊
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
31
年
３
月
24
日
（
日
）

思
川
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
ラ
ジ
オ
体
操

毎
月
第
四
土
曜
日

ゆ
め
ま
ち

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
正
し
い
動
き
や
、
呼
吸

の
仕
方
な
ど
を
正
確
に
実
践
し
各
家
庭
で

運
動
し
て
い
た
だ
く
。

ラ
ジ
オ
体
操
第
一
・
第
二
・
み
ん
な
の
体

操
を
三
ヶ
月
で
一
巡
す
る
方
法
で
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

部
長　

江
原　

輝
雄

　

こ
の
四
月
よ
り
教
養
・
文
化
部
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
部
員
も
新
人
ば
か
り
で
力

不
足
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
の
計
画
は
「
米
粉
を
使
っ
た
親
子

料
理
教
室
」
で
今
年
で
四
回
目
で
す
。

八
月
二
十
五
日
（
土
）
開
催
い
た
し
ま
す
。

小
山
市
の
農
政
課
が
推
奨
し
て
い
る
「
米

粉
料
理
教
室
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で
す
。

夏
休
み
最
後
の
土
曜
日
を
親
子
で
食
文
化

を
考
え
る
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
案

内
は
自
治
会
の
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
帰
り
研
修
旅
行
に
つ
き
ま
し
て
も
企
画

検
討
中
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
末
に
は
生
け
花
を
生

け
て
新
年
を
迎
え
る
、
日
本
古
来
の
文
化

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
計
画
中
で

す
。

　

皆
様
か
ら
の
声
を
反
映
し
た
部
の
運
営

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
想
い
ま
す
。

ご
意
見
は
教
養
文
化
部
の
田
中
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。　
　

                       

部
長　

田
中　

瑞
恵

　
次
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
・
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

一
・「
ゆ
め
ま
ち
で
作
ろ
う
陶
芸
」

　

五
月
二
十
六
日
か
ら
計
五
回
の
日
程
で

陶
芸
家
喜
多
里
加
氏
を
講
師
に
迎
え
七
名

の
参
加
者
で
す
が
、
初
心
者
が
多
く
、
活

動
の
裾
野
の

広
が
り
が
感

じ
ら
れ
ま
し

た
。

ニ
・「
草
木
の

寄
せ
植
え
講

習
会
」
は
六

月
三
十
日
に

部
員
を
含
め

十
九
名
で
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
を
置
か
ず
、
そ
の
分
を
材
料

費
に
充
て
内
容
を
初
心
者
向
け
と
し
、
育

て
易
く
、
花
期
の
長
い
五
種
類
の
草
花
を

選
び
ま
し
た
。
参
加
者
各
々
が
サ
ン
プ
ル

の
鉢
植
え
を
基
に
思
い
思
い
の
寄
せ
植
え

を
楽
し
め
た
様
子
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

三
・「
親
子
陶
芸
教
室
」

　

七
月
二
十
七
日
よ
り
午
前
午
後
各
12
名

の
参
加
を
得
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
夏

休
み
の
思
い
出
作
り
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

四
・「
研
修
旅
行
」

　

十
一
月
（
未
定
）
に
は
教
養
文
化
部
と

の
共
催
で
研
修
旅
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

五
・「
手
作
り
味
噌
教
室
」

　

来
年
二
月
十
日
に
行
う
予
定
で
準
備
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
者
が
楽
し
め
、
生
活
に
役
立
つ
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。             

                        

部
長　

粟
野　

勝
也

  　

交
通
安
全
意
識
の
浸
透
や
自
動
車
の
安

全
性
能
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
交
通
事
故

の
死
者
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、  

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で
は
事

故
の
被
害
者
だ
け
で
な
く
加
害
者
に
な
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
、
そ
の
背
景
に

は
高
齢
者
人
口
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
特
有
の
事
情
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

残
念
で
す
が
欠
席
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

当
日

は
、
早
朝
か
ら

天
候
に
恵
ま
れ
、

有
意
義
な
研
修

で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
、
ひ
と

安
心
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
へ
の

参
加
者
は
年
々

減
少
ぎ
み
で
す
。

事
業
の
円
滑
な

遂
行
の
為
、
特
に
新
し
く
協
議
会
に
入
会

さ
れ
た
方
や
一
度
も
参
加
し
て
い
な
い
方
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

城
南
公
園

＊
第
十
回
ミ
ニ
駅
伝
大
会

平
成
30

城
南
公
園

＊
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
31

思
川
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
ラ
ジ
オ
体
操

毎
月
第
四
土
曜
日

ゆ
め
ま
ち

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
正
し
い
動
き
や
、
呼
吸

の
仕
方
な
ど
を
正
確
に
実
践
し
各
家
庭
で

運
動
し
て
い
た
だ
く
。

ラ
ジ
オ
体
操
第
一
・
第
二
・
み
ん
な
の
体

操
を
三
ヶ
月
で
一
巡
す
る
方
法
で
行
っ
て

い
る
。

体
育
社
会
部
会

体
育
社
会
部
会

　
生
活
環
境
部
会

生
活
環
境
部
会

広
　
報
　
部

広
　
報
　
部

総
　
務
　
部
　
会

総
　
務
　
部
　
会

教
養
・
文
化
部
会

教
養
・
文
化
部
会

交
通
安
全
対
策
部
会

交
通
安
全
対
策
部
会

施
設
管
理
運
営
事
業
部

施
設
管
理
運
営
事
業
部

部
会
活
動
報
告

部
会
活
動
報
告


